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口
は
明
治
五
年
の
書
上
げ
に
よ
っ
て
お
ヶ
、
戸
数
が
身
分
別
.
本 

:
籍
寄
留
別
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
郡
村

f
 

.
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
が
、
，、 

U

は
劣
女
別
，
本
籍
寄
留
別
の
区
分
の
み
で
あ
っ
て
、
身
分
別
人
口
内
ミ
記 

さ
れ
て
い
な
い
。，
.し
た
が
っ
て
、
郡
村
誌
と
志
料
を
併
用
す
る
ば
あ
い
、
若
干 

の
留
意
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
志
料
は
各
町
村
の
書
上
げ
を
そ
の
ま
ま
記
載 

し
た
も
の
で
あ
り
、
郡
村
誌
も
や
は
り
各
町
村
の
報
告
に
よ
っ
て
編
繁
し
ヒ

と 

考
え
ら
れ
る
の
で
、
霞

の

篇

度

に

つ

い

て

は

.若
干
問
題
点
が
あ
る
と
思
っ 

れ
る
。
そ
の
よ
.う
な
欠
点
に
も
か
，か
わ
ら
ず
、
郡
村
誌
と
志
料
が
ヵ
バ
丨
す
る 

地
域
は(
1
1琦
玉
県
、
お
よ
び
三
多
摩
地
方
お
よ
び
島
哄
部
を
除
く
現
東
京
迅 

の
広
範

®
に
お
よ
ん
で
お
り
、
町
村
単

I

I

初
年
に
お
け
る
戸
数
人
口
を 

^
一
 
的
，ハ
に
お
い
て
知
り
得
る
資
料
と
し
て
、
；§

の
俩
値
は
商
く
評
価
さ
れ

(

1)

武
蔵
国
ニ
ニ
郡
の
う
ち
、

郡
村
誌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
は
、

秩 

父

.
那
珂
•
贺
美 

'棒
沢

•
旗
羅
.
.男
衾

•
大

m

.椅
玉

•横
見

•
比
企
.
高 

■ 
•
入
||
0

.
新
座
の
諸
郡
お
よ
び
见

*•
.
葛
飾
両
郡
の
大
部
分
が
含
ま
れ
て
お 

り
、
ま
た
志
料
に
は
足
立

.葛
飾
両
郡
の
残
り
の
部
分
お
よ
び
豊
島
♦
葆
原
両 

郡
と
、
多

.！
：郡
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
橘
樹

.
久
.M敗
.
都
筑
の 

三
郡
中
、

m
横
浜
市
の
地
域
の
明
治
初
年
に
お
け
る
戸
数
人
口
は
、
横
浜
市
史 

所
収
の
村
明
細
帳
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き

y (

横
浜
市
編 

横
浜
市
史
第

1
巻
付
表)

。

つ
ぎ
に
、

「

武
蔵
国
御
改
苹
組
合
限
：&
高
家
数
帳」

は
、

そ
の
体
裁
と
内
容 

(

各
村
組
合
の
名
称
と
そ
れ
に
所
厲
す
る
村
々
の
村
高
お
よ
び
戸
数)

.か
ら
判
断
し 

て
、
関
菜
御
取
締
出
役
の
文
政一

〇
年
に
お
け
る
、
，関
東
八
州
の
警
察
的
取
締 

©
化
に
基

9
く

組

村

を

：_
;
1
€
し
た
役
人
の
手
控
、
.ま
た
は
写
し
と
思

.わ
れ
る
。
 

こ
れ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
村
数
は
七
九
組
、
ニ
、
八
五
ニ
ヶ
町
村
で
あ
り
、
江 

奉
行
支
配
地
お
よ
び
川
越
と
そ
の
周
辺
地
域
を
除
く
全
武
蔵
国
を
含
む
と

.思
わ 

れ
る
。
こ
の
文
書
は
表
題
と
そ
の
内
容
か
ら
み
て
町
奉
行
支
配
地
を
含
ま
な
い 

の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

川
越
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
城(

恐
ら
く 

川
越
藩
領)

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

た
ぶ
ん
調
査
洩
れ
、

ま
た
は
記
載

. 

洩
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
村
々
の
石
高
お
よ
び
と
く 

に

戸

数(

戸
数
の
み
で
人
口
は
記
さ
れ
て
い
な
い)

が
何
年
の
そ
れ
で
，b
る
か
と 

い
う
こ
と
は
、

本
稿
の
n
的
で
あ
る
武
蔵
国
人
ロ
成
長
率
推
計
に
は
.重
要
な
こ 

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戸
数
が
ど
の
範
囲
ま
で
を
含
む
か
も
問
：題
で
あ
る
。
年 

代
に
つ
し
て
は

原
典

に

!3
.載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
推
定
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な 

い
が
、
文

政一

〇
年
の
組
村
結
成
時
ま
.た
は
そ
の
直
後
ど
み
て

'ほ
ぼ
差
支
え
な 

縣
末
丨
明
治
初
期
武
.蔵
国
-
<ロ
.趨
勢
に
関
.す
る
.|考
察

V
と
思
わ
れ
る
。
仮
々
に
文
政
一
〇
年
と
定
め
れ
ば
、
こ
の
文
書
の
内
容
が
文 

政
一
〇
年
以
前
の
状
態
を
示
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と 

郡
村
誌
お
よ
び
志
料
の
戸
数
と
比
較
し
て
得
ら
れ
た
年
間
犮
長
率
は
、
こ
のs

 

間
に
お
け
る
年
間
成
長
率
の
最
も
低
い
数
値
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
戸
数 

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
原
典
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
文
書
の 

性
格
か
ら
判
断
し
て
、
農
民
の
み
を
含
む
も
の
と
し
て
お
く
。

.

ニ

概

観

こ
の
節
で
のE

的
は

"
文

政

1
0年(

一
八
ニ
七
年)

よ
り
、
明

治

五

年(I 

八
七
一
一
年)

な
い
し
同
九
年(

一
八
七
六
年)

ま
で
の
、
武
蔵
国
に
：お
け
る
人
口 

成
長
率
の
推
計
に
あ
る
。
'使
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
が
、
甚 

準
年
次
で
あ
る
文
政一

〇
年

は

「

武
蔵
国
御
改
革
組
合
限
村
高
家
数
帳」

に
は 

人
ロ
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
戸
数
も
農
民
の
そ
れ
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い 

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

こ

で

は

農

民(

都
市
の
町
人
を
含
む)

の
み
の
戸 

数
を
罚
村
誌
と
志
料
に
記
載
さ
れ
た
武
士•

僧

侶

•祌
官
等
を
餘
く
、
明
治 

時
代
の
平
民
戸
数
と
比
較
す
る
こ

.と
に
よ

.っ

.て
得
ら
れ
た
成
長
率
の
み
を
観
察 

し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
幕
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
ほ
ぼ
半
世
紀
に
お
よ
ぶ 

武
蔵
国
の
人
口
成
長
に
代
え
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
方
法
に
よ

-̂
文
、
 

基
準
年
次
と
比
較
年
次
の
一
一
点
問
に
お
け
る
平
均
戸
数
成
長
率
の
み
が
観
察
さ 

れ
.、
そ
の
中
途
に
お
け
る
経
過
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
知
る
こ
と
が
で 

き
な
い
。
同
期
間
に
は
.、
年
問
成
長
率
に
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た 

く
な
い
が

.
こ
の
期
間
の
変
動
を

®
接
知
る
こ
と
は

.で
き
な
い
。

.

前
述
し
た
よ
う
にr

村
高
家
数
帳」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
村
数
は
約
ニ
、
八

八

七

0
ー
一
〇
七)

»



第 2表 戸 数 総 計 (志料一朱引外)

⑴
本 籍

⑵
寄 留  

413

⑶
⑴ + ⑵

⑷
文政10年戸数 ⑴- ⑷ /⑷ (6)

⑶- ⑴ /⑷ (7)b /a
a 44, 756 45,169 戸 % % 9
レ 42, 243 366 42, 609 34,045 24.08 25.15 94.33

浓 a は郡村誌•志料に記載されている明治9年および明治5年の戸数

b は， a のうち，文政 10年の戸数がわかる村の，明治9年および5 年の戸数

第 1表 戸 数 総 計 （郡村誌)

⑴
本 籍

(2)
寄 留

⑶ .....丨..⑷
⑴ 十 ⑵ |文政10年戸数 ⑴- ⑷ /⑷ (6)

⑶-⑴/⑷ b /a

合計{： 

都市 

村

166,414 
147, 972 
18,472 
14, 909 

147,942 
133, 963

2, 925 
‘ 2,632 

1,384 
! 1,227 

, , 1:541 
1,405

戸169,339 
150,557 
19,856 
19,136 

149,483 
134,421

戸

125, 266 

12, 883 

112, 283

V %

18.13 

15.73 

19. 20

%

20.19 

25, 25 

19. 61

%

88.91
<へ .

96.37

.89.92

A
八

(

三
〇
八)

〇
〇
ヶ
村
で
.あ
る

^

こ
れ
に
対
し
て
、
郡
村
誌
所
収
の
村
数
は
一
、九

0
ー
ー
、
 

志
料
が
三
九
七
ヶ
村
、
合
計
ニ
、T1

九
九
ヶ
村
で
あ
る
。
但
し
、
現
東
京
都

0'
_ 

三
多
摩
地
方
と
現
神
奈
川
県
に
所
属
す
る
地
域
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
.町 

村
合
併
が
明
治
初
年
に
す
で
に
始
ま

.っ
て
お
り
、
徳
川
時
代
の
名
称
が
不
明
な 

村
も
あ
る
の
で
、
文
政
一
〇
年
と
比
較
し
得
た
町
村
は
、
.郡
村
誌
が
一
.、
六
九 

七
、
.志
料
は
三
五
三
、
合
計
ニ
、
〇
五

0
ヶ
町
村
で
あ
る

。

.

(

1
> 
江
戸
御
朱
引
内
.を
除
く
。
現
在
の
來
京
都
ニ
三
区
の
う
ち
、
環
状
線
の
外 

側
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

• 

- 

- 

■
 

.

し
た
が
っ
て
、
戸
数
成
長
库
の
推
計
は
基
準
年
次
と
比
較
年
次
の
両
年
度
に 

お
い
て
戸
数
の
判
叨
す
る
町
村
に
つ
い
て
行
な
い
、
ま
た
明
治
年
間
は
、
本
籍 

戸
数
と
寄
留
戸
数
区
別
が
あ
る
の
で
、
成
長
率
は
本
籍
戸
数
の
み

.の
そ
れ
と
、

こ
.れ
に
寄
留
戸
数
を
含
め
た
も
の
と
の
二
通
り
を
算
出
し
た
。
こ
れ
を
ま
と
め 

た
の
が
、
郡
村
誌
に
よ
る
第
一
表
と
志
料
に
よ
る
第
二
表
で
あ
る
。
さ
ら
に
郡 

村
誌
は
都
市
部
と
農
村
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
率
を
算
出
し
て
お
い
た
。
.志
料 

は
そ
の
地
理
的
条
件
と
、
と
く
に
都
市
と
し
て
農
村
と
区
別
し
な
け
れ
，は
な
ら 

な
い
よ
う
な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
区
分
は
行
な
わ
ず
一 

括
し
て
掲
げ
て
あ
る
'.
0
表
中
、

a
と
あ
る
の
は
明
治
五
年
と
九
年
の
平
民
総
戸 

数

で

あ

り

b
は

a
の
う
ち
、
文
政
一
〇
年
办
戸
数
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
町 

村
の
叨
治
五
年
お
よ
び
同
九
年
の
戸
数
で
あ
る
。

a
と

b
の
比
率
は
第
七
欄
に 

掲
げ
て
あ
ヶ
、

地
域
に
よ
り
精
粗
は
あ
る
が

.(

次
節
参
照)

両
者
と

.も
そ
の
大 

部
分
に
つ
い
て
比
較
可
能
で
ふ
る
こ
と
が
、

こ
の
数
値
か
ら
読
み
と
れ
よ
う
。
 

さ
て
、
第

一

表
に
よ
れ
ば
、
現
埼
玉
県
の
文
政
一
〇
年
か
ら
明
治
九
年
に
至

.

し
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る
四
九
年
間
の
戸
数
成
長
率
は
一
八
•
一
 
三
パ
ー
セ
ン
ト(

第
五
欄_

.本
籍

.

.
戸
数
の
み)

、

な
い
し
ニ
〇

•
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
：

(

第
六
撊——

寄
留
戸
数
を
含 

む)

で
あ
る
。

こ
こ
で
文
政
一
〇
年
の
戸
数
が
問
題
に
な
る
が
、

仮
り
に
こ
れ

.

が
当
時
の
現
在
戸
数
を
示
す
と
す
れ
ば
、
第
六
欄
の
数
値
を
も
っ
て
、
こ
の
年 

問
に
お
け
る
成
長
率
と
見
な
し
得
、
以
下
こ
の
仮
定
に
従
っ
て
論
議
を
す
す
め 

る
こ
と
に
す
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
本
籍
戸
数
の
み
の
成
長
率
は
農
村
部
が
都

.. 

市
部
を
上
回
り(

一
九
*

ー
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と一

五

•
七
三
パ
ー
セ
ン
ト)

、
寄
留 

戸
数
を
含
め
る
と
こ
の
関
係
が
逆
転
し
て
い
る(

農
村
部
一
九
.
六
一
パ
ー
セ 

ン
卜
、
都
市
部
ニ
五
•
ニ
五
パー

セ
ン
ト)

。

こ
こ
で
都
市
と
み
な
し
た
も
の
は
、
 

城

下

町

•
宿
駅
等
が
そ
の
大
部
分

.を
占
め
、
そ
の
規
模
は
小
さ
く
、
経
済
的
に 

も
そ
の
周
辺
農
村
と
大
差
な
く
、
さ
ら
に
明
治
初
年
は
こ
れ
ら
地
方
都
市
の
衰 

退
期
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
本
籍
戸
数
と
現
在
戸
数
の
成
長
率
の
差
を
み
れ
ば
、
 

や
は
り
都
市
と
農
村
の
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
以
上
の
成
長
率

'

を
年
間
成
長
率
に
換
算
す
る
と
、
都
市
部
〇

、•
四
六
パ
I

セ
ン
ト
、
農
村
部
〇 

•

三
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
〇

•

三
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、
第
二
表
は
江
戸
近
郊
地
帯
の
成
長
率
を
示
す
が
、
そ
の
数
値
は
、

文
政
一
〇
年
か
ら
叨
治
五
年
ま
で
の
四
五
年
間
で
、
ニ

四

•
〇
八
パ
ー
セ
ン
ト

. 

な
い
し
ニ
五

.
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る(

年
率
〇

•
五
五
パ
ー
セ
ン
ト)

。

こ 

の
数
値
を
郡
村
誌
の
そ
れ
と
比
較
し
た
ば
あ
い
、
本
籍
戸
数
の
成
長
率
.で
郡
村 

1II
L
の
I

す
れ
を
も
上
回
わ
り
寄
留
戸
数
を
含
め
る
と
、

合
計
お
ょ
び
農
村
部

.

を
上
回
わ
る
が
、
.都
市
部
に
は
僅
か
に
お
ょ
ば
な
い
。
こ
れ
は
志
料
の
第
三
攔 

と
第
一
欄
の
差
が

"
郡
村
誌
都
市
部
の
そ
れ
ょ
り
少
众
い
、
す
な
わ
ち
本
籍
戸 

数
に
対
し
て
寄
留
戸
数
が
相
対
的
に
少
な
い
た
め

.で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
志

'

藉
末
丨

明
治
初
期
^
蔵
国
人
ロ
趟
勢
に
関
す
る
一
考
察

料
に
含
ま
れ
る
村
々
は
江
戸
近
郊
に
位
置
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
た
ぶ
ん
に
村
落 

的
性
格

.を
弥
く
も
っ
て
い
る
と
い

.え
よ
う
。
し
か
し
、
ま
'た
江
戸
近
郊
と
い
う 

地
理
的
条
件
が
、
年
率
〇

•

五
五
。ハ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
郡
村
誌
全
体
を
か
な
り 

上
回
わ
る
成
長
率
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
郡
村
誌
と
志
料
の
示
す
成
長
率
は
、
二
重
の 

意
味
で
こ
の
期
間
に
お
け
る
成
長
率
の
最
低
値
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
。
す
な 

わ
ち
、

「

村
高
家
数
帳」

の
戸
数
を
農
民
戸
数
と
仮
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
、
 

し
、
こ
れ
に
社
寺
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
比
較
年
次
の
戸
数
に
も
社
寺 

を
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
す
れ
ば
比
較
年
次
の
戸
数
は
増
大
す
る
か 

ら
、

成
長
率
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。

ま
た
、「

村
高
家
数
帳」

は
文
政
一
〇
年 

当
時
の
状
態
を
表
わ
す
と
し
た
が
、

こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
さ 

か
の
ぼ
り
得
る
も
っ
と
も
古
い
年
代
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
基
準
年
次
と
比
較
年 

次
の
年
数
を
四
九
年
間
な
い
し
四
五
、年
間
と
し
た
の
は
、：
こ
こ
で
と
り
得
る
最 

大
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郡
村
誌
と
志
料
の
年
間
成
長
率
〇

*
一一
 
八
パー

 

セ
ン
ト
お
よ
び
〇

•
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
両
者
を
合
算
し
て
得
ら
れ
た
年 

間
成
長
率
〇

•

四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

現
神
奈
川
県
ゼ
除
く
旧
武
蔵
国
の
幕
末 

期
：か
ら
明
治
初
年
に
至
る
戸
数
年
問
成
長
率
'の
最
低
値
と
み
な
し
得
る
で
ふ
ろ 

う
。し

か
し
な
が
ら
こ
の
数
値
は
現
神
奈
川
県
お
よ
び
三
多
摩
地
方
を
含
ま
な
い 

た
め
、
全
武
蔵
国
の
成
長
率
と
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
横
浜
市
史
に
よ
れ

ば
、
現
横
浜
市
を
構
成
す
る
各
村
の
明
治
初
年
：に
お
け
る
人
ロ 
.
戸
数
を
知
り

(

1)

得
る
。
横
浜
市
史
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
久

.M岐

•
都

筑

•
橘
樹
三
郡
の
う
ち 

現
横
浜
市
を
構
成
す
る
諸
村
は
、

一

七

三

ヶ

村(

こ
の
ほ
か
鎌
倉
郡
が
あ
る
が
、

八

九

(

三
〇
九)



•第.3 表 现 横 诉 市 戸 教

明治 9 年戸数
⑵

文政10年戸数
⑶

( \ ) ~  (2)/(2) 年問成長率

a 16,104 11.168 % ― ― %
b 14,469 10,874 33.06 0.57

こ
..れは
.武
蔵
国
に
所
厲
し
な
い
の
で
除
い
た)

、
こ
の
ぅ
ち
文
政 
一
o
年
お
よ
び
明 

治
年
間
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
年
度
に
お
い
て
戸
数
不
明
の

.

1

—*.

三
ヶ
村
を 

.除
く一
五
〇
ヶ
村
に
つ
い
て
戸
数
成
長
率
を
得
た
。
そ
の
結
果
は
第
三
表
の
ご 

と
く
で
あ
る
。

a
は
明
治
九
年
と
文
政I

◦
年
の
そ
れ
ぞ
れ
知
り

得
る
現
横
泝 

市
の
戸
数
で

.あ

り
(

明
治
年
問
に
お
い
て
.も
戸
数
の
記
録
が
欠
如
し
て
い
る
村
が 

七
ヶ
村
あ
る)

、
b
は
両
年
度
の
比
較
可
能
な
村
の
戸
数
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ 

て
、
四
九
年
間
の
成
長
率
三
三
,
〇
六
パ
ー
.セ
ン
ト

'
年
間
成
長
率
〇

.
五
ヒ 

パ
ー
セ
ン
ト
を
得
た
。
こ

.の
成
長
率

.は
郡
村
誌
お
よ
び
志
料
の
：成
長
率
を
上
回 

i

1

!

.
わ
る
数
値
で
あ
り
、
明
ら
か
に
横
浜
開
港
の
影
響
を 

厂

$
.-'
y

.5
7

.

I認
め
得
る
し
、
ま
た
こ
の
成
長
が
安
政
開
港
後
に
と 

|

(4
職 
一

o I. 

く
に
顕
著
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
，
安
政
年
間
以
降 

I—
~

を
と
'れ
ば
、
さ
ら
に
高
い
成
長
率
が
得
ら
れ
る
こ
と 

.数

|
丨

2)
/

(

|
3.
0

6

1

も

.容
易
に
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
，

戸

i 

f
J
J

 

3
一.

(

1)

.前
掲

「

横
浜
市
史」
第
一
巻
、
巻
末
付
表
、
 

M

3

到
m

 

I
農
村
明
細
帳
。

横
ー

2
昨

ー

11
.
10
,
ー

現

；

al
; 

.

.
以

丄

ii
l

t

j.
志
料
お
よ
び
横
沢
市
史
が
.，
fi
d
'.す

表

|—

-
--I

.
る
と
こ
ろ
の

'戸
数

を

利

用

し

て

"

文

政

一

〇

年

か

ら

^

数

-尸
4 

9 

|

氣

戸

10
46

明
治
初
年
に
至
る
戸
数
成
長
率
を
算
出
し
た
の
で
あ 

,

16
14

る
が
、
こ
の
三
地
区
を
合
し
て
、
と
の
期
間
に
お
け 

.

I
I
W 

I 

j

る
武
蔵
国
全
体
の
戸
数
成
長
率
を
推
定
し
て
み
よ 

j 

| 

a 

b一
 

ぅ
。
そ
の
結
果
は
第
四
表
に
ま
と
め
て

.あ
る
。
但
し 

r——
\

-

-

-

j

志
料
は
明
治
五
年
の
数
値
で
あ
る
の
で
、
過
去
四
五

<

⑷
年間成長率

% % L9 0.38
0.55
0. 57

0. 40

武蔵国戸数成長率

⑶
⑵/(3:

20.

25.15 
33. 06

%!

! ⑵
文政10年戸数

125, 266 
,34 ,045  

10,874
戸70,18*

年]明治

年
間
の
成
長
率
を
明
治
九
年
ま
で
保 

つ
も
の
と
し
て
、
同
年
の
戸
数
を
推 

計
し
た
。
そ
の
結
果
'
四
九
年
間
の 

武
蔵
国
の
成
長
率
は
ニ
ー 

•
七
九
パ 

丨
セ
.ン
ト
、
年
間
成
長
率
は
〇

•
四 

〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
推
計
対
象
か
ら
，洩
れ
た
地
域 

は
、
1
江
戸
市
中
•
三
多
摩
地
方
お
ょ
. 

び
久
良
岐

•
都

筑•

橘
樹
三
郡
中
現 

横
浜
市
に
含
ま
れ
な
い
地
域
で
あ

っ
 

て
、
江
戸
市
中
を
別
と
す
れ
ば「

村 

高
家
数
帳」

が
記
載
す
る
総
戸
数
約 

こ
〇
八
千
戸
中
、
約
一
七

•
五
パ—

 

セ
ン
ト
に
あ
た
る
約
三
六
千
戸
の
み 

が
.不
明
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
'し
た 

か
っ
て
江
戸
市
中
を
除
く
旧
武
蔵 

国
の
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
約
半
世
紀
間
の
戸
数
成
長
率
を
年
問
〇

•
四 

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
定
し
て
ほ
ぼ
差
支
え
.な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

:(

1)

但
し
' 

こ
れ
に
は
現
千
葉
県
に
.厲
.す
る
三
ニ
ヶ
村
、

一
、
六
七
四
ー
1:
.!>
'
含
 

'ま
れ
て
お：.

り
、
こ
の
百
分
率
は
'J

の
戸
数
を
除
い
た
も
の
で
算
出
し
て
あ
る
。
 

ま
た
、
.
川
越
周
辺
約
六
〇
ヶ
村
が
'
.

「

村
高
家
数
帳」

に
含
ま
れ
て
い
な
い
た 

め

.さ
き
の
比
率
は
苦
干
增
加
す
る
。

9 戸数 

戸50, 557 
42,243 
14, 469

207, 26<

地 区

郡

志 料  

横浜市史

村

さ
て
、
以
上
の
結
果
は
あ
く
ま
で
戸
数
成
長
率
で
人
口
成
長
率
で
は
な
い
。

し
か
し
、
も
し
人
口
と
戸
数
が
平
行
し
て

.成
長
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
家

族
構
成
員
数
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
戸
数
成
長
率
を
も
っ
て
人
口
成
長
率
に
代

.

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
し
ば
ら
く
、

こ
の
仮
定
を
正
し
い
も
の
と
し
て
、
従
来

の
武
蔵
国
の

..人
ロ
成
長
に

^
す
る
..通
説

と

さ

き

の

結

果

と

を

比

較

し

て

み

.

る
。
関
山
直
太
郎
氏
に
ょ
れ
ば
、
武
蔵
国
人
ロ
は
享
保
六
年
以
降
停
滞
し
て
.お

り
、
と
く
に
信
頼
度
の
高
い
明
治
五
年
人
口
が
享
保
六
年
人
口
と
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
た
め
、
徳
川
時
代
人
ー
ロ
に
は
過
大
計
算
が
あ
っ
た
の
で
は
な

.い
か
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
而
の
期
間
で
あ
る
文
政
一
〇
年
以
降
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
江
戸
を
含
む
武
蔵
国
総
人

.ロ
は
.、
幕
府
調
査
に
ょ
れ
ば
文
政
一
一
年
一

.'

七

一七
千
人
、
天
保
五
年
一
、
セ

【

四

千

人

.弘
ル
ー
一
一
年
一
、
七
七
七
千
人

、
.

叨
治
五
年
一
、
九
四
三
千
人
に
な
っ
て
お
り
、
徳
川
時
代
は
明
ら
か
.に
停
滞
し

て
い
る
。
そ
し
て
明
治
五
年
に
至
り
增
加
傾
向
を
示
す
の
で
あ
る
。.
さ
ら
に
、

そ
の
停
撒

^.
因
と

し
て
関
山
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
理
11
1

は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

い

ず
れ
も
叨
確
な
証
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
近
畿
地
帯
も
含
め
て
、

こ
れ

(

3

)

ら
先
進
地
帯
は
人
口
停
滞
減
退

.の
一
般
的
理

rl
l
が
あ
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
も 

っ
と
も
武
#i
国
人
口
、
と
く
に
江
戸
人
口
調

®
に
は
か
な
り
疑
問
が
あ
り
、
そ 

の
数
値
は
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

I)

閲
山
煦
太
郎「

近
世
日
本
の
人
口
構
造」

一

四
ニ
ぺ
ー
ジ
。

(

2)

同
、

一
四
四
ぺ
I
ジ
。

(

3)

同
、

一
.四
七
べー

ジ
。

4)

同
、

ニ
ニ
七
べ

I
ジ
。

藉
^
-
明
治
初
期
武
蔵
国
人
ロ
趨
勢
に
閲
す
る一

考
察

.仮
り
に

'
こ
の
武
蔵
国
人
口
数
を
正
し
い
も
の
と
し
て
、
文
政
一
一
年
か
ら 

明
治
五
年
ま
で
の
平
均
年
間
成
長

^
を
算
出
し
て
み
る
と
〇

• 
ニ
五
パ
ー
セ
ン 

ト
に
な
り
、

基
準
年
次
を
弘
化
三
年
に
す
る
と
〇

•
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な 

る
。
こ
れ
は
両
者
と
も
さ
き
の
推
計
値
〇

> 
四
〇
パ

I
セ
ン
ト
ょ
•り
低
い
数
値 

.で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
幕
府
調
査
人
口
は
武
士
お
ょ
び
そ
の
従
属
者
を
含
ま 

ず

'
.
.
明
治
五

.年
の
そ
れ
は
こ
れ
ら
を
含
ん
で
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
推
計
値
は
平 

民
ひ
み
の
成
長
率
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
差
は
開
く
で
あ
ろ
う
。
し
か 

し
、
こ
の
比
較
は
妥
当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
わ 

れ
わ
れ
の
推
計
値
は
江
戸
市
中
人
口
を
除
外
し
て
計
算
し
た
か
ら
で
あ
る
。
江 

戸
町
人
人
ロ
の
記
録
は
享
保
六
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
二
十
数
囱
に
わ
た
っ
て 

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
ほ
ぼ
五
ニ
〇
、
三
〇
千
人
に
固
定
し
て
い
る
と
さ 

れ
て
い
る
。
文

政一
I

年
の
武
蔵
国
総
人
口
一
、
七
一
七
千
人
か
ら
同
年
の
江 

戸
人
ロ
五
ヒ
七
千
人
を
差
引
い
た
ー
、

一
九
0
千
人
を
江
戸
市
中
を
除
く
武
蔵 

国
人
ロ
七
み
な
し

.、明
治
五
年
武
蔵
国
総
人
ロ
ー
、九
四
三
千
人
か
ら
、
策
京
府 

志
料
に
ょ
っ
て
得
ら
れ
た

^
^
引
内
人
口
六
四
五
千
人
を
差
引
い
た 
一
、

ニ
九 

八
千
人
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
成
長
率
は
年
率
〇

v 
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
な 

ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、.
文
政
一
一
年
の
江
戸
町
人
人
ロ
>
明
治
五
年
志
料 

人
口
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
年
成
長
率
は
〇

•
五
七
で
あ
り
、
志
料
の
江
戸
近 

郊
成
長
率
に
ほ
ぼ
近
い
数
値
と
な
る
。
但
し
、
志
料
人
口
は
武
士 

•僧
侶

•
神 

官

.
華
族
等
の
江
戸
時
代
除
外
人
口
を
含
む
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
一
一
年
靡 

府
調
丧
と
明
治
五

'年
壬
申
戸
籍
と
を
比
較
し
て
得
た
武
蔵
国
人
ロ
成
長
率
は
、
 

わ
れ
わ
れ
の
戸
数
成
長
率
に
比
し
て
い
ず
れ
も
低
く
、
.
僅
か
に
江
戸
市
中
町
人 

人
ロ
の
成
長
率
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
の
数
値
に
比
肩
し
得
る
の
み
で
あ
る
が
、

九

一

(

三

一
一)



さ
き
の
理
由
に
よ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
過
大
評
価
で
あ
る
。
，こ
の
差
異
が
生 

じ
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
ぅ
か
。
考
克
ら
れ
得
る
可
能
性
を
列
挙
す
れ
ば
左
記
の 

ご
と
く
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

o

慕
府
調
迹

.の
文
政

.

一:

一.年
人
口
が

.過
大

.に

.す
ぎ
た
た
め
、
明
治
五
.年
ま 

で
の
成
長
率
が
過
小
評
価
さ
れ
た
こ
と
。

一 

•

’⑵

壬
申
戸
籍
調
逾
数
値
が
過
小
評
価
さ
れ
た
。
 •

⑶

‘
文
政
ー
〇

_年

「

村
高
家
数
帳」

所
収
戸
数
が
過
小

.で
あ
.る
か
、
も
し
く 

は
郡
村
誌
、
志
料

.の
数
値
が
過
大
で

.あ
る
。

⑷

家

族

構

成

員

数(

郡
村
誌
、
志
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
.ニ
尸
当
り
平
均
家 

族
構
成
員
数
は
五
•
三
人
で
あ
る)

が
減
少
し
た
た
め
、
人

口

.犮

最

率

が

戸
 

数
成
長
率
に
お
よ
ば
な
い
。

㈤

明
治
期
に
お
け
る
人
口

*
尸
数
成
長
率
が
急
速
で
あ
っ
た
た
め
、
基
準 

年
次
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

て

も

、.比
較
年
次
た
る
明
治
五
年
か
ら
明
治
九 

年
ま
で
の
人
口
増
加
が
こ
の
差
を
も
た
ら
し
た
。

壬
申
戸
籍
は
徳
川
期
に
お
け
る
人
口
調
查
に
比
し
、
信
頼
度
は
高
い
と
さ
れ
. 

て
い
る
の
で
、

⑵
は
無
視
し
て
差
支
え
な
い
。

ま
た
、

明
治
期
の
家
族
員
数 

五

•

三
人
は
徳
川
中
期
以
降
の
そ
れ
と
.'ほ
ぼ
等
し
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
4)
の 

理
由
も
成
立
し
難
い
。
さ
ら
に
、
1
1村
誌
所
収
の

‘明
治
九
年
平
民
人
口
八
八

© 

千
人
に
同
年
の
士
族
人
口
九
千
人
を
加
え
て
得
た
八
九
三
千
人
か
ら
戸
数
成
長 

率
〇

.
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
用
い
て
逆
算
し
て
明
治
五
年
人
口
八
八
〇
千
人
を
；
 

得
た
。
ま
た
、
横
浜
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
戸
数
一
四
、
八
六
〇
を
同
地 

域
の
成
長
率
〇

.
三
。ハ
丨
セ
ン
ト
で
逆
算
し
た
明
治
五
年
戸
数
一
四
、
五
ニ
五 

に

そ

の

他

の

地

域

.

(

三
多
摩
地
方
が
大
部
分)

の
文
政

—*
〇
年
戸
数
四
ー
、

一

九
ニ 

(

三
ニ
ー)

- 

五
六
を
年
成
長
率
〇

•

三
八
。ハ
!
セ
ン
ト
を
用
い
て
得
た
明
治
五
年

戸

数

E3 

A
、
六
四

.

.

1

戸
を
加
え
、
さ
ら
に
こ
れ
に
五
：こ
ー
ー
人
を
乘
じ
て
.五
年
人
ロ
三
三 

五
千
人
を
得
た
。
こ
‘れ
に
志
料
所
収
の
人
ロ
八
八
四
千
人
を
加
え
る
と
、
明
治 

五
年
の
武
蔵
国
総
人
ロ
は
約
ニ
、
〇
九
九
千
人
に
な
り
、
壬
申
戸
籍
の
一
、
九 

四
三
千
人
と
ほ
ぼr

致
し
、
そ
.の
誤
差
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
と
す 

る
な
ら
ば
，
さ
き
の
戸
数
成
長
率
〇

•
四
〇
パ

I
セ
ン
ト
は
明
治
五
丨
九
年
に 

つ
い
て
も
ほ
ぼ
妥
当
す
る
。
僅
か

.四
年
間
の
人
口
趨
勢
と
一
致
す
る
か
ら
.と
い 

っ
て
速
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
文
政
一 

〇—

明
治
九

^
'^
1尸
数
成
長
率
は
，明
治
五
丨
九
年
の
人
口
成
長
率
と
ほ
ぼ
一
致 

し
、
し
た
が
っ
て
明
治
初
年
に
急
速
な
人
口
成
長
が
あ
っ
た
た
め
、
文
政
一
〇 

—

明
治
九
年
の
成
長
率
が
過
大
評
価
さ
れ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

. 

る
。
こ
の
.推
計
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
⑶
と
⑷
は
明
ら
か
に
否
定
さ
れ
、
 

残
る
の
は
⑴
の
み
で
あ
る
が
、
以
上
の
こ
と
は
い
く
つ
か
の
仮
定
に
基
づ
、'
て 

お
り
、
今
後
の
よ
り
詳
細
な
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
ぅ
し
、
と
く
に
一
村
人
口
の 

.マ
人
一
人
の
追
跡
が
可
能
な
宗
門
人
別
帳
と
い
ぅ
文
化
遺
産
を
利
用
す
べ
き
課 

題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

,0

(

1)

日
本
史
籍
協
会
編「

藩
制
一
覧」

で
は
、
'武
蔵
国
の
三
大
名
領
、
川
越

. 

忍

.岩
槻
藩
領
に
お
け
る
明
治
ニ
•
三
年
の
武
士
人
口
は
一
一
千
人
で
あ
り
、

郡
村
誌
の
武
士
人
口
を
若
干
上
回
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
大
勢
に
ほ
と
ん 

ど
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

三

人

口

成

長

の

地

域

差
 

前
節
に
お
い
て
観
察
し
た
武
蔵
国
の
幕
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
人
口
成

長
は
、
も
と
よ
り
均
一
的
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
大
な
る
差
が
あ
っ
た

"

こ
の
こ
と
は
す
で
に
郡
村
誌
に
お
け
る
農
村
部
と
都
市
部
の
差
、
，
あ
る
い
は
郡 

村

誌•

志

料•

横
浜
市
史
の
成
長
率
の
差
が
示
し
て
い
る
。
'本
節
は
さ
ら
に
地 

域
差
を
細
部
に
わ
.た

っ
て
吟
味
す
る
こ
と
を

0
的
と
し
て
い
る
。

地
域
区
分
に
は
種
々
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
や
や
機
械
的
な 

方
法
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
形
図
を
八
等
分
し
た
も 

.の
を
一
ブ
口
ッ
ク
と
し
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
含
ま
れ
る
戸
数
を
文
政
度
と
明
治 

年
間
に
つ
い
て
比
較
し
た
。

し
か
し
一
ブ
ロ
ッ
ク
が
必
ず
し
も
等
質
な
一
地 

域
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
平
担
地
と
山
間
部
を
同
時
に
包 

含
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
も
存
在
す
る
が
、

こ
れ
を
さ
ら
に
分
割
す
る
こ
と
は
、
か
え 

っ
て
繁
雑
に
な
り
、
し
か
も
特
定
の
村
の
偶
然
性
が
表
面
に
現
わ
れ
、
人
口
成

. 

長
率
の
地
域
性
を
見
失
な
わ
せ
る
危
険
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
等
質
性
と
い
う
条 

件
に
よ
る
地
域
区
分
を
行
な
う
ば
あ
い
、
地
'理
的

•
社
会
的

.

•

経
済
的
等
々
、
 

さ
ま
ざ
ま
な

■条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
ター

が
十 

分
に
存
在
し
て
い
な
い
現
在
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
機
械
的
な
地
域
区
分
に
よ 

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
五
万
分
の
一
の
地
形
図
を
八
等
分
し
た
ブ
口
ッ
ク 

は
、
上
部
の
左
端
か
ら
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
卜
の
記
号
を
付
し
、
下
部
の
右
端
が
过 

で
終
る
よ
う
に
し
、

こ
れ
に
地
形
図
の
名
称
を
付
し
た
。
た
と
え
ば
現
埼
玉
県 

加
須
市
は
幸
手(

最
近
の
地
形
図
で
は
鴻
巣
に
な
っ
'て
い
る)

の
？0
に
所
属
す
る 

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
第
一
図
ハ

^
込)

に 

示
し
て
あ
り
、
合
計
八
七
に
な
る
。：
但
し
、
地
形
図
の
十
石
峠

•
金
峯
山

•
万

­

場 •

三

楽

•
丹
波
に
厲
す
る
諸
村
は
非
常

.に
少
な
い
た
：め
、
こ
の
よ
う
な

|2
分 

が
不
可
能
で
あ
る
の
で

'一
括
し
'て
あ
る
。
こ
.の
各
ブ
ロ
.ツ
ク
の
戸
数
成
長
率
を

幕
末—

明
治
初
期
武
蔵
国
人
ロ
趨
贺
に
関
す
る
一
考
察

観
察
し
て
、
幕
末
期
か
ら
明
治
初
年
に

.至
る
武
蔵
国
の
人
口
成
長
の
、地
域
差
を

吟
味
し
よ
う
と

-

> 
う
の
て
あ
る

.

さ
て
、
各
地
域
の
芦
数
成
長
率
を
前
節
と
同
じ
方
法
で
求
め
た
の
が
、
郡
村

誌
に
よ
る
第
五
表
と
、
志
料
に
よ
る
第
六
表
で
あ
る
。
但
し
、
東
京
西
北
部
お

よ
び
東
京
東
北
部
は
両
者
が
接
蝕
す
る
地
域
な
の
で
重
複
が
あ
り
、
両
表
に
含

ま
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
総
数
は
九
八
で
あ
る
。
ま
た
、
算
出
方
法
お
よ
び
記
載
方
式

は
第
一
表
お
よ
び
第
二
表
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
が
、

こ
こ

'

P

は
各
地
域
に
所

属
ず
る
町
村
数
を
掲
げ
て
お
い
允
。
ま
た
、明
治
九
年
な
い
し
五
年
の
現
在
戸
数

を

.aと
し
、
文
政 
一
.
0
年
の
戸
数
が
判
明
す
る
も
の
を
b
.
と
し
た
の
も
前
節
と

同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
八
觸
に
戸
数
の

a
と

b
の
比
率
が
と
っ
て
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が 

一
0

0

パ
丨
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
所

属
す
る
全
村
の
文
政
一
〇
年
と
明
治
年
間
の
戸
数
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
に
な

.
る
。
ま
た
、

一
〇
〇
パー

セ
ン
ト

未
満
な
ら
ば
、
基
準
年
次
ま
た
は
比
較
年
次

の
戸
数
が
不
明
な
村
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
第

五•

六
表 

钬

.

t
に
.よ
れ
ば
、
.若
干
の
例
外
を
除
い

.て
、
各
地
域
と
も
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の 

戸
数
に

.つ
い
て
、
そ
の
成
長
率
の
算
出
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、.
こ
れ
を
も
っ 

.
て
、
そ
の
地
域
の
成
長
率
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

一
 

戸
当
り
耕
作
面
濞
を
付
し
て
お
い
た
。
ま
た
、

こ
れ
を
図
で
示
し
た
の
が
第
一 

図
で
あ
っ
て
、
+
ま

た

は一

のP

双
は
各
地
域
に
お
け
る
成
長
率
の
概
数
を
示 

す
。こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
い
て
各
地
域
の
，成
長
率
を
み
る
と
、

減
少
し
て 

い
る
地
城
は

.西
端
部
，
寄
居
の
西
部
と
秩
父
の
大
部
分
、
川
越
の
丑
、
古
河
の 

ノ
G
、
：東
京
西
北
部
の
卩
お
よ
ぴ

.東
京
西
南
部
の

6
と

0
に
す
ぎ
ず
、
他
の
地
域

'

九

三

(

三
ニ
ニ)



は
多
か
れ
少
な
か
れ
増
加
傾
向
に

.あ
る
。
し
か
し
、
古
河
の

0
は
武
蔵
国
に
属 

す
る
地
域
そ
の
も
の
が
僅
か
で
あ
り
、.
し
が
も
現
在
戸
数
に
対
す
る
サ
ン
プ
ル 

.
の
数
が
少
な
い
。
.ま
た
、
衆
京
西
南
部
の

B
A
J
G
i
、
現
在
の
^
京
都
郡
部
お 

よ
び
神
奈
川
赐
の
占
め
る
領
域
が
大
部
分
を
占
め
、
観
察
し
得
た
村
数
戸
数
は 

僅
少
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
こ
の
地
域
の
戸
数
成
長
と
す
る
こ
と
は
危
険 

で
あ
ろ
う
で
.と
す
れ
ば
、
明
ら
：か
に
戸
数
減
少
が
観
察
さ
れ
る
の
は
武

m
国
西 

部
の
山
間
部
と
來
京
西
北
部
の
巧
す
な
わ
ち
現
東
京
都
練
馬
区

.の
一
部
、
お 

よ
び
川
越
の
ち
の
：諸
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
増
如
の
著
し
く
顕 

著
な
地
域
は

"
江
戸
周
辺
、

と
く

.に
•南
北
に
細
く
延
び
た
地
或
、

こ
れ
か
ら 

や
.や
離
れ
た
鬼
京
西
北
部

B
、
す
な
わ
ち
新
座
都
の
•一
 
部
、
川
越

.
所
沢
を
含 

む
入
間

.郡
ど
比
企
都
の
や
は
り
南
北
に
延
び

.た
平
坦

^
|、、
お
.よ
.び
利
根
川
南
岸 

の
武
蔵
国
北
部
の
東
西
に
延
び
て
い
る
部
分
、
都
市
で
い
え
ば
本
庄

•深
谷

• 

妻
沼
が

.属
す
る
地
方
で
、
.熊
谷
近
傍
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
い

.え
^

同

じ

く

. 

利
根
川
沿
い
の
架
橋
周
辺
地
域
も
戸
数
成
長
の
顕
著
な
也
域
に
な
る
が
、
戸
数 

が
や
や
少
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
要
す
る
に
江
戸
周
辺
と
北
部
の
利
根
川
.沿
い 

の
地
帯
、
お
よ
び
そ
の
中
間
に
あ
る
鳥
状
の
地
域
に
顕
著
の
戸
数
增
加
が
み
ら 

れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
，続
く
も
の
と

1
て
、

寄
居
周
辺
か
ら
始
ま
っ
て
小
一 

川

•
熊

谷

.
松
山
を
通
過
し
て
束
進
し
、
羽

虫

•
鴻

巣

.
_西
.，
加
須

•久
喜

. 

幸
手
に
至
っ
て
南
下
し
、
粕

壁

，
岩

槻
•
大
.宮

*
与

野

，
浦
和
を
経
て
蕨
で
終 

る
一
つ
の
地
带
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
郡
名
で
い
え
ば
、
见

玉

郡

•
比
爸 

郡

•
棒
沢
郡

.
•大
M
郡

•
旗
羅
郡
の
一
部
、
埼
玉
ゝ
足
立
両
郡
の
大
部
分
お
よ

. 

び
爲
飾
郡
の
一
部
で
あ
る
。
■そ
し
て
こ
の
地
带
の
両
側
：、
■す
な
わ
ち
江
戸
川
の■ 

左
岸
の
南
北
に
延
び
た
葛
飾
郡
の
か
な
り
の
部
分
と
、
西
部
山
麓
地
帯
で
は
戸

九

四

H
一
四)

数
増
如
は

^
弱
で
あ
る
と
い
え
よ
う

。
.'

(

1)

担
し
、
、川
越
を
は
さ
むー：一

つ
の
地
域
は
、「

村
高
^
数̂
帳」

に
記
載
さ
れ
て 

い
な
い
村
.が
も

'っ
と
も
多
い
地
方
で
あ
り
、
第
五
表
に
示
す
よ
う
に
、
川
越
丑 

.

.は
総
戸
数
ニ
、
七j 
ニ
の
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
.あ
た
る
四
七
六
戸
の
成
長
率
が 

.わ
か
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
誤
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
所
沢
周
辺
地
域
と 

:

似
か
よ
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
成
長
率
は
一
応
認
め
ら
れ
る
で
あ 

ろ
う
が
、
川
越

D
地
区
ば
全
戸
数
の
僅
か 
一

•
一
一
四
。ハ
丨
セ
ン
.ト
の
成
長
傘
を 

算
出
し
得
た
の
み
で
あ
り
、
四
五

.

.四
五
'。ハ
I
セ
ン
ト
の
成
長
率
に
対
十
る
信 

頼
度
は
極
め
て低

.. > 

し
.か
し
、
そ
.の
両
側
、
す
な
わ
ち
川
越
の

0
と
大
宮
の 

0 

Aは
サ
ン
。ヴ
w
.^
多
く
、
.
ま
た
成
長
率
も
ニ
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
を
維
持
し
て
い 

.
る
の
で
あ
る
か
ら
、
川
越
の

D
の
成
長
率
が
著
し
.く
低
く
な
る
こ
七
は
あ
り
得 

.
な
い
で
あ
ろ
う
。
.

'

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
戸
数
成
長
の
地
域
差
は
何
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う 

か

.

.：地
域
差

.を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
同
時

.に
ま
た
、
こ
.こ
で
取
り
上
げ
て
い 

る
期
間
に
お
け
る
武
蔵
国
の
戸
数
成
長
、
ま
た
は
人
ロ
成
長
要
因
を
意
味
し
、
 

こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
問
題
に
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
に
対
す
る
解
答 

の
用
意
は
な
い
。
こ
の
問
題
は
将
来
の
課
題
と
し
て
今
後
の
研
究
に
よ
ら
ね
ば 

な
ら
な
い
が
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
.の
特
徴
を 

い
く
つ
か
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
多
少
な
り
と
も
地
域
差
を
も
た
ら
し
た 

要
.因
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

:

江
戸
周
辺
部
、
と
く
に
■蕨
の
束
を
縦
断
す
る
南
北
の
線
以
東
の
地
或
の
顕
著 

な
戸
数
成
提
は
、
明
ら
か
に
大
都
市
江
戸
の
影
響
に
よ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ 

X

そ
し
て
こ
こ
で
考
察
し
て
い
る
期
間
は
江
戸
诗
身
の
人
ロ
減
少
期
、
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700

わ
ち
藤
末
ヵ
ら
明
治
維
新
拟
を
含

%
で
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
明
治
九
年
は 

江
戸
が

.そ
の
最
盛
時
の
人
ロ
を
回
復
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
'ず
ぐ
武
蔵
国 

各
地
区
に
お
げ
る
最
次
の
成
長
率
を
も
つ
地
域(

東
京
東
北
部

<
1六
四
パ

I 

セ
ゾ
ト
、
東
京
西
南
部

0
ー
 

0

0パー

’セ
ン
ト
.

)

を
含
む
こ
と
は
注
目
に
値
い
し 

ょ
ぅ
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
明
ら
か
に
大
都
市
近

^.
-
と
し
て
の
有
^
な
条
件
に
恵 

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
江
戸
の
-*
..暾
的
菱
退 

,
.慕
末—

明
治
初
期
武
蔵
国
人
！！
趨
勢
に
関
す
る
ー
考
察

.. 

(

2)

の
：影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
順
調
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
予
想

.さ
れ
る
。
し
か

し

、
' 江
戸
の
消
費
需
要
が
も
つ
と
こ
ろ
の
周
辺
農
村
の
経
済
的
発
展
、
ひ
，い
て

は
人
口
成
長k

与
え
る
効
果
の

®
的
測
定
は
現
在
に
至
る
ま
で
行
な
，わ
れ
て
お

ら
ず
、•.
■
こ
れ
は
今
後
の
重
要
な
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

1)

-幕
末
明
治

.の
江
戸
人
口
は
徳
川
氏
家
臣
団
，の
駿
遠
.三
三
国
べ
の
移
住
、
商 

' 

'人の
潢
浜
栘
住
等
、
.約
ニ
〇
万
人
が
江
戸
を
離
'れ
た
。
そ
の
他
農
村
出
稼
人
等
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る
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し
か
し
、
東
京
が
政
庁
所
在
地
と
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る
に
お
よ
ん
で
急
速
に
人
ロ
は
回
復
し
た
が
、
明
治
一
一
年
現
在
.で
六
七
万
余 

で
あ
っ
て
、
最
盛
時
の

.一
ー
〇
万
人
に
遠
く
お
'よ
ば
な
い(
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■
,

2)

衆
京
朿
北
部

B 

.
Fに含
ま
れ
る
葛
飾
郡
東
葛
}

p

領
上
ノ
割
三
九
ヶ
村
の 

幕
末
明
治
初
年
の
人
口
は
、
文
政
七
年
ニ
ー
、
明
治
元
年
一
四
、
同
五
年
一
七 

■ 

• (

il
i
位
千
人)

で
あ
っ
太(

拙

稿「

人

口

動

態

よ

り

み

た

，江

戸

近

郊

農

村

」

地

方
. 

史

投

究

第

一

三

卷

ー

号

、

一

八

ぺ

ー

ジ

)

。
.
そ

の

年

間

成

長

率

は

文

政

七

丨

.明
 

治

元

年

〇•

四
パ
ー
セ
ン
ト
、
■明
治

元—

五
年
三

•九
パ
.
Iセ
ゾ
ト

で

、

明
'
治 

期
に
な
っ
て
か
ら
、
成
長
率
は
急
に
高
く
な
？
て
い
る
。
も
っ
七
も
明
治
元
年 

の
1
ロ

に

は

か

な

り

の

疑

問

が

，
あ

る

か

も

し

.れ
な
い
が
。
ち
な
み
に
文
政
七
丨

し
か
し
、
こ
の
よ
ぅ
な
：江
戸
の
影
響
力
も
西
方
で
は
急
激
に
薄
れ
る
の
が
め

' 

だ

.ク
。..，東
京
西
北
部
尺
、
西
南
部

6
等
の
.武
.蔵
野
新
田
地
帯
で
は
\'
明
治
初
年 

に

至

る

ま

：
で
，
、

.
江
戸
の
影
響
を
ほ

.と
ん
ど
蒙
ら

.な
か
つ
た
と
い
え
よ
ぅ
か
。

こ
の
江
戸
近
郊
地
ぼ
に
対
し
、
こ
れ
に
つ
ぐ
高
い
成
長
率
を
ん
せ
た
利
根
.川 

南
痒
の
武
蔵
国
西
北
部
で
は
、
0

^

は
異
な
る
が

.経
済

的

要

因

が

太

い

に

働
：； 

い
た
と
い
え
る
。

こ
の
地
域
は
武
蔵
国
に
お
け
る
藍
生
産
地
帯
で
あ
っ

t
^ T)

. 

さ
ら
'に
横
浜
開
港
の
影
響(

が
，中

間

地

帯

を

.と

び

こ

え

て

遠

く

こ

の

地

域

に

お

よ
 

,

ん
だ
と
い
.え
る
。
す
な
わ
ち
、：

利
根
川
を
渡
ら

.た
桐
生
，，
.足
利
と
呼
応
し
て

.こ
：
 

0,
付
近
は
養
：班
地
带
で
も

.

4

り
、
：郡
村
誌
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

.れ
ば
、
蛋
卵
紙

. 

生

.糸
等

.が
太
量
に
生
産
さ
れV.

横
浜
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
と
の
地
域 

を
含
む
旧

^
谷
県
は
，闕
束
に

.お
：け
各
有
数
の
養
歪
地
帯
で
あ
っ(

^
_ぺ
け
，だ
，し
，武 

蔵
国
に

.お
い

ス

，安
政
開
港
の
影
響
を
横
浜
と
な
ら
ん
で
最
も
強
く
受
け
た
也

.

•
幕
末—

明
治
初
期
武
蔵
国
人
ロ
趨
勢
に
関
す
る
ー
考
察

域
と
い
え
よ
う
。
こ
の
地
域
は
水
田
が
少
な
く
畑
作
地
帯
で
あ
る
が
、
利
根
川 

氾
濫
地
带
の
地
理
的
条
件
を
利
用
し
て
、
特
有
農
産
物
生
産
の
利
益
と
、
開
港 

の
恩
恵
を
最
も
よ
く
蒙
っ
た
地
帯
と
い
え
よ
う
。

(

1)

拙

稿「

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業」

.三
田
学
会
雑
誌
第
五
四
卷
第
八
号
。
 

?)

山
口
和
雄
，.「

明
治
前
期
経
済
の
分
析
/

■ま
た
、
所
沢

.
•川
越
を
.含
む
地
帯
も
あ
る
程
度
横
浜
開
港
の
影
饗
を
受
け
て 

い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の
利
根
川
沿
い
の
地
带
ほ
.ど

で

は

な

い 

が
、
.養
蚕
の
発
達
が

.み
ら
れ
、
木
綿
織
物
も
か

.な
り
の
暈
に
達
し
、
ま
た
茶
の 

生

産

も

存

在

し

：：て

-い
る
"
..
以
上
の
ご
と
く
、
武
蔵
国
で
成
長
率
三
〇
パ
ー
セ
ン 

卜
を
こ
え
る
地
域
は
、
束
京
近
傍
あ
る
い
ば
横
浜
開
港
の
よ
う
な
特
殊
な
影
響 

を
受
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
東
京
周
辺

.を
別
：と
す
れ
ば
、
横
浜
市
を
含
め
て 

こ
れ
ら
の
地
域
の
急
速
な
戸
数
成
長
は
比
較
的
遅
く
、
す
な

.わ
ち
安
政
開
港
以

. 

降
に
始
ま
っ
た
こ

'と
も
考
え
ら
れ
る

。
.

こ
れ
に
対
し
て
養
逛
地
帯
で
あ
り

' 

.
絹
織
物
の
生
産
も
あ
る
寄
居
、
佚
.父
地 

区
は
、
や
は
り
山
間
部
の
人
口
収
容
能
力
の
限
度
の
故
に
：、
戸
数
減
少
を
来
し 

た
と
い
え
る
で

.あ
ろ
う
。..ま
た
こ
れ
の
東
方
に
連
な
る
山
麓
地
帯
に
つ
い
て
も 

同
様

.な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
ま
た
、

江
戸
川
沿

.い
'の
南
北
に
連
な
る
地
域(

水 

海
道

‘
野

11
1)

：. ：

は
、
.武
蔵
国
に

.お
：い

て

：水

田

面

積

の

比

率

が

最

も

高

い

地

方

で

，
 

あ

る

が
/,
'
郡

村

誌

所

収.の
：
生

産

物

書

上

に
.よ
れ

ば

、

米

：
•
.
大

麦

等

の

主

穀

類

を
 

除
け
ば
さ
し
た

•る
特
有
農
産
物
、が
；な
い
。
こ
の
、地
域
の
一
戸
当
り
耕
作
而
稂
は 

七
反
か
らj

'

.一一

.反

.の
間
で
あ
り
、
一
必
ず
し
も
過
密
状
態
'に
な
っ
て
い
る
と
は
い

.

ぇ
な
ぃ
。

■た
と
え
ば
高
崎
，
深

谷

.
熊
谷
の
一
.戸
当
り
平
均
耕
作
面
積

.

(

五
反
.

'
一.
.
*
:
- 

'
 

』

、
九

九

(

三I

九〉



.か
らI

〇
反

平

均

六

、
七
..反)

.を

_£
1回
：わ

0
.て
.い
る
の
.で
.あ
る

ド

こ

；こ
.
に

お

い
 

て
、(
主

^
単̂
作
と
特
有
農
産
物
生
産
お
よ
び
こ：

れ
に
と
も
な
う
農
村
工
業
の
収 

.益
性
の
差
を
見
出

.せ
る
よ

}
に
.思
わ
れ
る
。
と
れ
に
対
じ
て
、
戸
数
成
長
率
三 

〇
パ
ー
セ
ン
卜
朱
満
：の
中
間
部
平
坦
地
域
ば
、
一
.一
戸

当

り

平

均

耕

作

面

稹

は

..ほ 

ぽ
八

反

き

一

.一
一
反.の
間

に.あ
：
り、
' 当
時
.の
標
準
的
耕
作
面
積
を
示
す
と
思
わ 

.れ
る
。

ま
■た
'農
産
物
は

.主
穀
と
特
有
農
産
物(

ホ
綿

•菜
種
♦
琴

が

併

存

し 

て
お
り
、

さ
ら
に
特
有
農

.産
物
に
'
_つ
<
エ
業
生
産
物

.(

木
綿
織
物

.
水
油
等) 

も
か
な
り
み

.ら
れ

る

。

平

坦

部

農

村

と

し

，
て

、

幕

末

明

治

期

：に

お

.け

る

典

型

的
 

な
状
態
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

、
.' こ
こ
で
ば
、
利
椴
川
沿
い
の
地
帯
や 

所
沢
；
_川
越
地
区

-の
よ
う
な
、
と
く
.に
開
港
に
と
も
な
う
特
有
農
産
物
に
货
す 

3
需
要
は
み

.ら
れ
ず
，

(

こ
の
地
帯
の
養
蚕
業
の
発
達
は
微
弱
.で
あ
る)

、

'ま
た

、
.
a 

T F
1
辺
部
の
：よ
う

'に
、

大
都
市

.の
：
影

響

も

比

較

的

希

雜

で

あ

る

ど

考

え

ら

.松 

る
-
:し
た
が
っ
て
、
.適
^
！な
耕
作
規
模
、
主

證

？

特
有
農
産
物
生
産
の
併 

存
と
織
物
業
、
搾
汕
業
を
中
心
と
す
る
農
村
工
業
の
成
立
が
、
こ
の
地
帯
の
'
一
 

〇

丄

—
-
0パ
ー
セ
シ
ト
、
.-
-年
率
に
し
て
〇

*
.
1
丨

〇

.五」

。ハ
I
セ
ン
ト
の
成
長
率 

を
も
た
ら
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

'う
。

ま

た

、

こ

の

地

帯

の

地

理

め

条

^

お 

よ
び
経
済
的
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
数
値
が
武
蔵

&
の
，
正

常

な

成

長

^
-
と
 

み
な
す
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
.し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
ょ
う
，に
、
今
迄
考
察
し
て 

き
た
文
政
一
〇
丨
明
治
九
年
は
少
众
く
と
も
政
治
晚
変
動
期
で
あ
り
、

一
部
の 

地
帯

.把
つ
い
て
ん
れ
ば
経
済
的
諸
条
件
も
大
き
く

‘変
化
し
た
時
代
で
あ
っ
こ
。

こ
の
よ
.う
な
条
件
の

.変
化
し
た
時
点
を
含
む
期
間
に
お
け
る
、
両
端
の

.み
を
我 

り

上

げ

た

一

一

点

間

の

成

長

率

を

考

察

し

て

も

、

そ

：れ

は

い

わ

ば

結

果

.と
し
€
の 

そ
れ
で
：あ
り
、
.，
こ

の

よ

う

な.戸
数

成■畏
が

ど

の

.時

点

に
お
-い
て
開

始

し

た

^

太

一
〇

〇

(

三
ニ 

0)

し
る

.よ
し
も
な
い
し
、
ま
た
、
'こ
れ

を

何

ら

.か

の

成

長

要

因

に

対

す

る

因

果

関
 

係

と
.関
速

づ

け

る

こ

と

も

さ

1>
あ
.た
り
不
可
能
で
あ
る
。

.(

1
'

)

.
こ

れ

と

関

連.七V

前

節

第

：
一
廣
.の

都

市

部

成

長

率

が

村

落

部

成

長

率

と

ほ
 

ぽ

等

し

い

，
こ

と

が

想

起

.さ
れ
よ
う
。
こ
，の
よ
う
な
地
方
都
市
は
明
治
初
年
の
衰 

.

.

.退
姒

:̂
あ
.
っ

た

こ

と

も

考

撤

に

.

い
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
周
辺
地
区
の
人 

.
ロ
成
長
要
因
に
は
介
ら
な
か
.っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

/

,

結 

' 
び

ぐ
 

以
上
の
こ
と
く

.、
第
二
節
に
お

.い
，て

文

政

:〇
年
よ
り
明
治
九
年
ま
で
の
、
 

武
蔵
国
戸
数
成
ぼ
瘅
を
算
出
し
、
併
せ
て
同
期
間
に
お
け
る
武
蔵
国
人
ロ
成
長 

'に
関
ず
る
従
来
の

.通
説

.と
の
比
較
を
試
み
た
。
戸
数
年
成
長
率
〇

•

四
〇
パ
ー 

セ
ン
ト
は
通
説
：の
人
口
成
長
率
を
上
回
わ
り
、
ま
た
明
治
五
年
か
ら
九
年
に
至 

る
人
口
成
長
率
推
計
結
果
と
も
ほ
ぼ

'一
致
し
、.
し
.た
が
っ
て
戸
数
成
長
率
の

一a 

頼
度
は
か
な
り
高
い
，も
の
で
あ
り
、
そ
，の
結
果
、
文
政
一
一
年
の
寒
府
調
齑
人
丨 

.ロ
は
過
大
評
価
の
可
能
性
、が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
^
尤
、
 

さ
き

.に

.み
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の

.仮
定

.に
基
^
い
て
お
り
、

J

の
研
究
を
ま 

た
ね
ば
な
ら

'な
い
で
あ
ろ

5
。
と
.く
.に
、

戸

数

成

長

と

人

口

成

長

と

を

.等

し

い
 

と

み

な

し

た

：
こ

と
,-
,
>
:
.
.

明

治

九

年

の

人

ロ

推

計

値

.'

.>
お

よ

.
び

こ

れ

か

ら

逆

算

し

て
 

得
た
同
五
年
の
人
口
推
計
値
等
に
つ
い
て
は
、
将
来
修
正
の
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
.第
三

：
節

.で

は

戸

数

成

長

の

地

域

差

を

観

察

し

た

が
、

こ
の
こ
と
か
ら 

成
長
率
の
格
差
と
経
済
的
諸
条
件
、
と
く
に
所
得
水
準
と
.の
間
に
，
一
定
の
関
係 

が
存
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

>
.郡
村
誌
，お
よ
び
志
料
が
記
す
る
と
こ
ろ
の
生 

産
物
書
上
を
利
用
し
て
、
成

議

と

所

得

康

の

相

関

々

係
を
見
出
す
こ
と
へ
が 

#
来
の

.課
題

'に
な

る

，で

あ

ろ

う

。

,

.

，

(

一

九

六

五• 

r
.一
•
こ
一
一

)

研 究 ノ ー  ト

'

同
時
方
程
式
体
系
に
ょ
る
生
産
函
数
の
推
定

.:

.

/

:

黒
.
.

由

畠

裕

.

ノ 

.

序

経
済
分
析
に
お
け
る
確
率
同
時
方
程
式
体
系
の
重
要
性
は
、

ホ
ー
べ
ル
モ 

⑴
、
⑵
に
ょ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

。

.
•

需
給
函
数
に

.あ
っ
て
は
、フ
リ
ッ
シ
ュ

g

の
古
典
的
命
題Spitfalls 

in the 

Statistical Construction of D
e
m
a
n
d

 a
n
d

 

S
u
p
p
l
y

 c
u
r
v
e
s
s

 

と
結
び
つ 

い
て
、
.観
測
資
料
に
あ
て
は
め
る
需
要

1«
1
線
、
供
給
曲
線
が
真
の
意
味
で
の
需 

耍
供
給

||
|
!線
を
示
し
て
い
る
が
否
か
を
判
定
す
る
、
謂
ゆ
る
、
.識
'別

の

間

題 

(identmcation p
r
o
b
l
e
m
)

が
議
論
さ
れ
る

ょ

ぅ

に
な
っ
た
。

こ
の
種
の
議
論
は
需
要
供
給
分
析
の
み
な
ら
ず
、
生
産
関
係
に
お
い
て
も
畏 

開
さ
れ
、
ダ
グ
ラ
ス
⑷

の
先
駆
的
研
究
に
は
じ
ま
り
、
プ
.ロ
ン
フ
エ
ン
ブ
レ
ン

ナ~

C5
D
等
の
研
究
を
通
じ
てsinter&rm production functions

の
識
別
問 

題
と
し
て
発
展
し
て
き
た

。
.'
-
.

企
業
雄
位
の
段
階
で
坐
産
関
係
ー
産
出
と
投
入
の
メ
ヵ
一
一
ズ
ム
を
確
率
モ
デ 

ル
を
も
っ
て
構
成
し
、
.そ
，
の

モ

デ

ル

.
に

利

潤

極

大

行

動

ま

た

は

費

用

極

小

行

動
 

を
掃
入
し
て
同
時
推
定
モ
デ
ル
と
し
て
扱
い

、
' そ
の
パ
ラ
メ 

I
タ

I
の
識
別
問

同
時
方
程
式
体
系
に
よ
る
生
産
函
数
の
推
定

題
と
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ

..丨
の
推
定
量
の
統
計
的
特
性
：を
議
論
す
る
。

.
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
第

一

章
に
お
い
て
生
産
函
数
の
確
率
モ
デ
ル
を
定 

式
化
し
、
そ
の
際
に
生
ず
石
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
.第

-:
章

で

マ

ル

シ
ヤツク

H 

ア
ン
ド
リ
ゥ
ス
如
の
推
定
に
関
す
る
.讓
論
を
整
理
し

、
.
S

一一 

章
に
お
い
て
は
、
 

ク
ラ
ィ
ンg

の
議
論
、
第
四
章
.に
お
い
て
共
分
散
分
析
に

ょ

る

方
法
を
検
討 

し
、
第
五
章
で
は
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
若
干
の
む
す
び
を
の
べ
、
研
究
ノ
ー 

卜
と
し
た
い
。
な
お
こ
の
議
論
の
展
開
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
、
ナ

I
ラ
ブ
の 

文
献

C8
1
に
多
く
依
存
し
て
い
る
が
、
上
記
の
整
理
に
加
え
て
彼
の
議
論
を
ノ
ー 

ト
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
書
の
紹
介
も

.行
い
え
る
も
の
と
考
え
る
。

.は
じ
め
に
以
下
の
鼠
論
で
使
用
す
る
生
産
函
数
の
定
式
化
を
行

な

ぅ

。
生
産 

函

数

の

把

握

の

仕

方

自

体

が

.学

説

史

的

に

み

て

き

わ

め

て

重

要

な

琪

項

で

あ

る
 

が

、

今

し

ば

ら

く

は

、伝

統

的

な

形

式

と

レ

..
<
:

コ

ブ
M
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
産
函 

数
を
考
え
ょ
ぅ

。

.■

本
来
産
出

‘
投
入
の
関
係
を
物
量
表
示
で
と
ら
え

.る
か
.、
金
額
表
示
で
と
ら

ー.〇
.ー

(

三
ニ
ー)


